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プレゼンテーション・アウトライン

★ 本日のポイント

Ⅰ： ＡＣＫグループのご紹介

Ⅱ： ２０１２年９月期 期首経営改革の計画と実績

Ⅲ： ２０１２年９月期 第２四半期業績ハイライト

Ⅳ： ２０１２年９月期 下期経営施策と通期業績見通し

Ⅴ： 将来に向けた更なる改革

Ⅵ： 質疑応答

ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ
－主要トピックス、連結決算詳細
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本日のポイント

１

■合理化 ■事業拡大 ■新分野の開拓■合理化 ■事業拡大 ■新分野の開拓

経営改革の実行

経営改革は着実に進展

業績回復、新たな成長を目指して、
経営改革を強力に推進
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本日のポイント

２
業績は前期から大きく好転
(前期から大幅な増収、増益により計画値を達成)

12,896
11,562

12％増

201１年
9月期
２Ｑ

＜売上高＞

2012年
9月期
２Ｑ

▲774

▲1,287
損益は大幅に改善

＜営業利益＞ ＜純利益＞単位：百万円

201１年
9月期
２Ｑ

2012年
9月期
２Ｑ

201１年
9月期
２Ｑ

2012年
9月期
２Ｑ

▲1,169

▲423



Ⅰ：ＡＣＫグループのご紹介Ⅰ：ＡＣＫグループのご紹介
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ＡＣＫグループ各企業の提供するサービス

インフラ施設等を中心に、多種多様なサービスについて、
個別のみならず一括(ワンストップ)でも提供します

企画･提案

計画 調査･分析

設計

工事監理

施工運営管理

保全
(点検､維持管理)
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ＡＣＫグループの主な活動フィールド

ＡＣＫグループが対象とする活動フィールド(抜粋のみ）のイメージ

まち・地域全体

砂防

建物
橋梁

鉄道

上下水道

道路

港湾 空港

工場

世界の人々の生活や産業を支えるあらゆるものを対象に
アイデア・技術を提供し､それらの実現までサポートします

トンネル

組織･企業

公園
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ＡＣＫグループの理念

私たちＡＣＫグループは、
社会の安全・安心・豊かさを追及します。

【ロゴマークの意味】
「知」を核とし、
決まった型にはまらず、
時代の変化に応じて、
自由に業容を変えながら
仲間を募り広がっていく。

＜使命（ミッション）＞
・「世界の人々の豊かなくらしと夢の創造」
～サービス領域無限大へのチャレンジ～
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グループ会社の紹介

交通・都市・地域・環境・構造・防災・
プロジェクトマネジメント など

地質・土質・地盤、調査・構造、さく井、
地下水、建造物解体、施工 など

上下水道・廃棄物・環境の調査・
計画・設計・施工管理・ など

建設・交通に関する調査・設計・
監理・測量・計器類 など

ソフトウェア開発・販売、間接業務、
人材マネジメント など

会社名 主な技術サービス・商品創立

1957年

1962年

1947年

1968年

1978年

多様な専門技術を保有している当社のグループ各企業は、

経営の効率化､体制強化等を図り､５社で運営しています

㈱オリエンタルコンサルタンツ

㈱アサノ大成基礎エンジニアリング

㈱エイテック

㈱中央設計技術研究所

㈱リサーチアンドソリューション



Ⅱ：２０１２年９月期
期首経営改革の計画と実績
Ⅱ：２０１２年９月期

期首経営改革の計画と実績

経営改革
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経営改革の概要

業績回復、新たな成長を目指し、経営改革を断行

＜経営改革の視点＞

●合理化
・コスト縮減、組織のコンパクト化等

●事業拡大
・シナジー強化、事業推進体制強化等

●新分野の開拓
・国内外の民間事業の更なる拡大等



12

合理化施策

合理化施策実施により、当期損益が前期から大きく改善

◆効果：当期末には約３億円削減（前期比）の見込み

●事務所拠点戦略の見直し

●ＡＣＫグループにおける組織のコンパクト化

●グループ全体の経費削減施策の強化 等



13

事業拡大（シナジー強化）

シナジー強化(事業会社合併)により国内民間受注が増加

◆効果：国内民間受注が約１．４倍に増加

●事業会社の合併

㈱アサノ建工
㈱アサノ大成基礎
エンジニアリング

吉井システムリサーチ㈱ ㈱リサーチアンド
ソリューション㈱オリエスシェアードサービス

大成基礎設計㈱
H23.12.1設立

H23.10.1設立

201１年9月期（２Ｑ） 2012年9月期（２Ｑ）

国内民間　受注額

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000 （百万円）

受
注

約１．４倍



14

国内民間受注事例

◇「工場・大規模利用施設への水供給サービス」を提供◇「工場・大規模利用施設への水供給サービス」を提供

○東日本大震災を契機として、非常用２次水源の確保ニーズ
が急激に拡大する中、東北地方に生産拠点を置く企業より、
深井戸５本からなる井戸掘削工事の業務を受注

▲井戸掘削工事の様子

・災害発生時に事業を継続する
ための水源を確保

・災害発生時に事業を継続する
ための水源を確保

井戸掘削工事の概要井戸掘削工事の概要

・計画・設計・施工・維持管理まで
をワンストップで対応

・計画・設計・施工・維持管理まで
をワンストップで対応
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事業拡大（東北地方の体制強化）

◆効果：震災復興関連の調査や設計業務の受注が増加
今後も東北地方の復興に貢献すべく活動を推進

東北地方の復旧・復興支援体制の強化による受注増加

●㈱オリエンタルコンサルタンツ東北支店や震災復興推進室、㈱アサノ
大成基礎エンジニアリング東北支社の人員増員等による体制の強化

●㈱エイテックにおける東北支店の設置 等

201１年9月期（２Ｑ） 2012年9月期（２Ｑ）

東北支店・支社関連受注額

0
500
1,000
1,500
2,000 （百万円）

受
注

約３倍
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新分野の開拓

■海外民間を中心とした新分野事業を強力に推進

【効果】
●「パッケージ型インフラ海外展開」に向けた体制が強化
●国内外（主に海外）の民間企業等が参画する事業への
各種コンサルティングや運営又は参画を促進

＜実行施策＞
・ＡＣＫグループに「成長戦略事業準備

室」をH23.10.1から設置

・「㈱ＩｎｔｅｒＡｃｔ」をパシフィックコンサル

タンツグループ株式会社と共同して

H24.3.1に設立 Ｈ２４．３．１（木） 記者発表風景



Ⅲ：２０１２年９月期
第２四半期 業績ハイライト
Ⅲ：２０１２年９月期

第２四半期 業績ハイライト
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連結受注高

前期
（2Q）

前期
（2Q）

当期
（2Q）

当期
（2Q）

国内公共は、震災復興関連受注等により前期を上回る
国内民間は、再開発関連事業等の受注好調により大きく増加
受注残高も大幅に増加しており、今後の売上に貢献

■受注高は増加、前期比で１６８百万（１．０％）増

増減増減

（百万円）

計画値計画値

受注高受注高 １６，０６９１６，０６９ １６，２３７１６，２３７
＋１６８

(＋１．０％)

＋１６８
(＋１．０％)

－－

受注残高受注残高 ３０，５１１３０，５１１ ３４，３５３３４，３５３
＋３，８４２

(＋１２．６％)

＋３，８４２
(＋１２．６％)

－－

※受注済で生産中の契約総額

※
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連結売上高

単位：百万円

■売上高は増加、前期比で１，３３４百万（１１．５％）増
■国内事業は公共、民間とも前期から売上高が大きく増加

前期比 +1.1%4,545
39%

4,597
36%

4,930
43%

5,679
44%

2,085
18%

2,620
20%

前期比 +15.2%

前期比 +25.7%

海外

国内公共

国内民間

前期
（２Ｑ）

当期
（２Ｑ）

全体
11,562

12,896 前期比 +11.5%

（+1,334）

計画値 11,000
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連結損益（利益）

損益は、拠点戦略見直しなど合理化施策の実施や、売上
高増加による原価率改善等により、前期から大幅に改善

前期
（２Ｑ）

前期
（２Ｑ）

増減増減当期
（２Ｑ）

当期
（２Ｑ）

▲１，２８７▲１，２８７ ▲７７４▲７７４ ＋５１３
（ － ）
＋５１３
（ － ） ▲９００▲９００

計画値計画値

営業利益営業利益

▲１，２７８▲１，２７８ ▲７２５▲７２５ ＋５５３
（ － ）
＋５５３
（ － ） ▲９５０▲９５０経常利益経常利益

▲１，１６９▲１，１６９ ▲４２３▲４２３ ＋７４６
（ － ）
＋７４６
（ － ） ▲６５０▲６５０当期純利益当期純利益

（百万円）

■損益は計画値を達成、また前期から大幅に改善
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年間の業績推移の特性について（参考情報）

年度前半は、赤字を計上する傾向 （業界全般の傾向）

売上の累計が経費累計を超えるのが、第４四半期になる傾向、
業務完了後に一括で支払いされることによる業界的な構造
生産活動費用は、入金以前に発生
販売管理費は、年間で平均的に発生

売上

費用

１Ｑ ２Ｑ累積 ３Ｑ累積 通期

売上・費用の累計と、営業利益のイメージ図売上・費用の累計と、営業利益のイメージ図

営業利益



Ⅳ：２０１２年９月期
下期経営施策と通期業績見通し

Ⅳ：２０１２年９月期
下期経営施策と通期業績見通し
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下期の経営改革

下期も経営改革を継続して推進し、経営基盤を更に強化

●合理化 ⇒コスト体質向上
・経費削減、売上原価低減策の継続実施等

●事業拡大 ⇒投資により事業拡大を加速
・事業推進テーマへの更なる投資、海外拠点の強化等

●新分野の開拓 ⇒国内外民間事業の開拓を促進
・国内民間事業における開拓、拡大の継続実施等
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下期の施策（シナジー強化等）

シナジー強化の継続実施等により受注を拡大

◇シナジー強化（事業会社合併）の継続実施

⇒国内民間事業における受注拡大を継続 等

◇グループ内事業会社の連携促進（特に東北地方）

⇒震災復興案件などの確実な受注 等
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下期の施策（事業推進）

各事業推進テーマへの更なる投資により事業拡大を加速

民間開発事業④

グループ全体ＩＴ基盤整備⑥

海外事業⑤

インフラ保全事業③

防災事業②

再生可能エネルギー・スマートコミュニティ①

事業推進テーマNo.
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下期の施策（海外拠点の強化）

ドーハ
(カタール)

ヤンゴン
(ミャンマー)

東南アジア

南アジア

中東

グローバルネット
ワーク

◇カタール現地法人の設立、他地域現地法人検討、事務所設置・強化等

東京

海外での事業拡大を目指すべく、海外拠点を強化

現地法人
事務所所在地
これまでの実績地域カタール現地法人
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２０１２年９月期通期業績見通し

2011/9月期
通期 実績値
2011/9月期
通期 実績値

売上高売上高

増減増減

営業利益営業利益

２８，８０１２８，８０１

１７６１７６

３０，８００３０，８００

３３０３３０

＋１，９９９
（＋６．９％）

＋１，９９９
（＋６．９％）

＋１５４
（＋８７．５％）

＋１５４
（＋８７．５％）

（百万円）

2012/9月期
通期 計画値
2012/9月期
通期 計画値

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

１０２１０２

▲９４２▲９４２

２８０２８０

１００１００

＋１７８
（＋１７５％）

＋１７８
（＋１７５％）

＋１，０４２
（ － ）

＋１，０４２
（ － ）

経営改革の継続実施等により通期計画値は達成見込み
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通期業績の推移

売上高：経営改革の継続実施等により売上高を回復
利 益：改革による基盤強化等により利益を確保

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

-1,000

-500

0

500

1,000
利
益

（
百
万
円

）

売
上
高

（
百
万
円

）

売上高

経常利益

営業利益

当期純利益

０６．９

第１期

０７．９

第２期

０８．９

第３期

０９．９

第４期

１０．９

第５期

１１．９

第６期

１２．９

第７期

（計画）



Ⅴ：将来に向けた更なる改革Ⅴ：将来に向けた更なる改革
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＜新中期経営計画の概要＞
●目的

・既往事業における技術の高度化

・事業主体として自らの投資を含めた社会インフラ事業へ参画

●対象期間

・２０１２年１０月～２０１５年９月の３ヵ年

●策定状況

・２０１２年４月２５日に骨子を発表

●今後の予定

・２０１２年９月には新中期経営計画を策定・発表予定

ＡＣＫグループ新中期経営計画の策定

事業環境を踏まえた新たな中期経営計画を策定中
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＜スローガン＞

社会インフラ創造企業社会インフラ創造企業 ･自らが社会を創造する担い手となる

・受動型ビジネスから主導型ビジネスへの転換
・自らが投資し、事業者としてインフラビジネスを推進

・受動型ビジネスから主導型ビジネスへの転換
・自らが投資し、事業者としてインフラビジネスを推進

＜基本方針＞

強みの活用強みの活用

育成と連携育成と連携

事業創造事業創造

交通運輸事業、海外事業の強みを活かし、
グループの力を結集し、ワンストップで推進

交通運輸事業、海外事業の強みを活かし、
グループの力を結集し、ワンストップで推進

国内外から人が集い、育ち、国内外シームレスな共同体の実現国内外から人が集い、育ち、国内外シームレスな共同体の実現

｢技術の深化｣と｢新たな事業創造｣により､公共から民間へ､世界へ｢技術の深化｣と｢新たな事業創造｣により､公共から民間へ､世界へ

■「スローガン」と３つの「基本方針」を設定

※ 社会インフラとは、道路、河川、橋梁、鉄道、都市、建築物から電気、
上下水道、ガス、電話など社会基盤を形成するものであり、施設、設備等
の「ハード」と枠組み、ＩＴ等の「ソフト」を含む。

ＡＣＫグループ新中期経営計画 骨子
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「技術の高度化」とプロジェクトマネジメントから事業経営へ

事業拡大の方向性

⇒
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ＡＣＫグループにおける事業戦略

■事業戦略として５つの重点化事業を推進

＜事業戦略＞

現地政府、現地民間開発等の事業拡大

エンジニアリング軸を強化し、マネジメント軸
を展開

民間を含め、ハード／ソフトのベストミックス
により総合防災マネジメントを実現

再生エネルギーを軸に持続可能な暮らしと
地域活性化を実現

国内民間開発、インフラ輸出、海外進出支援
を実施

既

往

事

業

重

点

化

事

業

＋



34

感じてますか 未来の鼓動

『世界の人々の豊かなくらしと夢の創造』を目指し、今
の業容にとらわれずサービス領域の無限大へ今後も
チャレンジし続けます！
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本資料および本説明会の説明には、当社（連結子会社を含む）の見通し、

目標、計画、戦略などの記述が含まれております。これらの記述は、当

社が現在入手している情報に基づく判断や仮定に基づいており、将来に

おける当社の実際の業績または展開と異なる可能性があります。



Ⅵ：質疑応答Ⅵ：質疑応答



ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ
－主要トピックス－

ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ
－主要トピックス－
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主要トピックス（重点化事業取組事例）

◇「ＰＰＰ（官民連携）」手法を活用した太陽光発電事業
（山梨県南アルプス市、飛島建設㈱殿等と４社ＪＶ(ＯＣが代表者)）
○公共施設２箇所の太陽光発電施設を整備
(H24.7.1より施設供用予定）
○今後も、スマートコミュニティ構築や再生可
能エネルギー導入によるモビリティ強化等
地域活性化などの検討や提案を実施予定

◇水ＥＳＣＯ事業－病院、スポーツ施設、食品工場
○水道料金の削減と災害時の非常用水
確保という２つの目的を実現
○井戸掘削から自家水道システムの施工、
メンテナンスまで、まるごと対応
○ESCO方式またはリース方式により、
初期費用ゼロで導入可能
* ESCO：Energy Service Companyの略

再生可能エネルギー・
スマートコミュニティ

インフラ保全・
運営管理
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◇別荘地の総合防災マネジメント事業
○民間企業が所有する別荘地
[6箇所：約2,000区画]）
○別荘地全体の防災点検、
修繕計画から設計・修繕
工事までをワンストップで
実施

◇大型店舗・集客施設の開発事業
○イオンモールの大型店舗の立地地区計画、測量、開発申請等を受注
○設計・施工管理といった要素技術はもとより大型店舗等、商業施設の開発
に関わる事業のコーディネイト、開発主体の組成、運営、プロパティマネジメ
ントに至るまでをトータルでサポート可能

防災

民間開発

主要トピックス（重点化事業取組事例）
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◇カタール国マスタープランプロジェクト
○国際コンペに勝ち受注
○国土全体レベルの総合開発計画と地域・都市レベルで、環境管理、総合交
通インフラ、ユーティリティー整備などの開発計画策定

非ＯＤＡ

主要トピックス（重点化事業取組事例）
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主要トピックス【海外】

◇アフリカにおける地域開発に向けた計画策定を支援◇アフリカにおける地域開発に向けた計画策定を支援

○モザンビーク国のナカラ回廊地域における社会経済開発に資する
農業開発マスタープラン業務を受注
○民間投資による持続的農業生産システムの推進や、小規模農家
の貧困削減の実現に向けた計画策定を支援

▼対象地域位置図
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主要トピックス【海外】

◇ＬＲＴ導入に関するＰＰＰ等事業化に向けた計画を検討◇ＬＲＴ導入に関するＰＰＰ等事業化に向けた計画を検討

○インド国（プネ市地域）におけるＬＲＴシステムの導入に向け、ＰＰＰ
事業を想定した事業化に向けた基本事業計画策定業務を受注
○このＬＲＴシステム整備により、同地域の都市交通の改善及び環境
配慮都市の開発を図り温室効果ガスの排出削減に寄与

▼ＬＲＴ導入イメージ

 
（ＬＲＴ導入なし） （ＬＲＴ導入あり）
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主要トピックス【国内公共】

◇群馬県立敷島公園の指定管理者に選定◇群馬県立敷島公園の指定管理者に選定

○㈱オリエンタルコンサルタンツが代表を努める敷島パークマネジメ
ントＪＶ（４社）が群馬県立敷島公園の指定管理者として選定
○敷島公園では、Ｊリーグやラジオ局等も含め、多様な市民を主体・
主役とした公園の管理・運営を実施するとともに、タウンマネジメン
トの拠点として、地域活性化を推進

▲上毛新聞敷島球場▲正田醤油スタジアム群馬
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主要トピックス【国内公共】

◇東日本大震災による瓦礫処理事業を支援◇東日本大震災による瓦礫処理事業を支援

○宮城県石巻地区における災害廃棄物処理工事マネジメント業務に
ついて、施工計画の策定や施工管理等を支援

▲瓦礫処理の状況
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主要トピックス【その他】

◇「2011 第17 回長崎市都市景観賞」を受賞◇「2011 第17 回長崎市都市景観賞」を受賞

○㈱オリエンタルコンサルタンツが緑地設計を行った長崎港松が枝国際
ターミナルビルが「2011長崎市都市景観賞『大きな建物部門』」を受賞
○長崎港松が枝国際ターミナルビルは、市民にとって景観条例がもたら
す大景観の効用を実感できる場所として高く評価

▲ターミナル内緑地▲ターミナル外観
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主要トピックス【その他】

◇｢均等･両立推進企業表彰｣石川労働局長優良賞を受賞◇｢均等･両立推進企業表彰｣石川労働局長優良賞を受賞
○㈱中央設計技術研究所は、平成２３年度「均等・両立推進企業表
彰」ファミリーフレンドリー企業部門石川労働局長優良賞を受賞
○㈱中央設計技術研究所では、育児・介護休業制度や勤務時間短縮
等、働きながら育児･介護しやすい制度が充実している、と評価

▲授賞式の様子▲表彰状



ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ
－連結決算詳細－

ＡＰＰＥＮＤＩＣＥＳ
－連結決算詳細－
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連結貸借対照表

※前期：‘11/09期 第2四半期 当期：‘12/09期 第2四半期

増減額増減額

固定資産固定資産 ▲２８６▲２８６４，６５７４，６５７ (18.5%)(18.5%)

資産合計資産合計 ７９６７９６２５，１３４２５，１３４ (100.0%)(100.0%)

流動負債流動負債 ２，４０６２，４０６１７，５２９１７，５２９ (69.7%)(69.7%)

負債合計負債合計 １，００９１，００９２０，２６２２０，２６２ (80.6%)(80.6%)

資本金資本金 －－５０３５０３ (2.0%)(2.0%)

流動資産流動資産 １，０９２１，０９２２０，４５６２０，４５６ (81.3%)(81.3%)

利益剰余金利益剰余金 ▲２３８▲２３８３，５５５３，５５５ (14.1%)(14.1%)

少数株主持分少数株主持分 ▲８▲８３３９３３９ (1.3%)(1.3%)

負債・純資産
合計

負債・純資産
合計 ７９６７９６２５，１３４２５，１３４ (100.0%)(100.0%)

純資産合計純資産合計 ▲２１４▲２１４４，８７１４，８７１ (19.3%)(19.3%)

固定負債固定負債 ▲１，３９６▲１，３９６２，７３３２，７３３ (10.8%)(10.8%)

資本剰余金資本剰余金 －－７４８７４８ (2.9%)(2.9%)

当期当期前期前期（単位：百万円）

４，９４３４，９４３ (20.4%)(20.4%)

２４，３３８２４，３３８ (100.0%)(100.0%)

１５，１２３１５，１２３ (62.1%)(62.1%)

１９，２５３１９，２５３ (79.1%)(79.1%)

５０３５０３ (2.1%)(2.1%)

１９，３６４１９，３６４ (79.6%)(79.6%)

３，７９３３，７９３ (15.6%)(15.6%)

３３１３３１ (1.4%)(1.4%)

２４，３３８２４，３３８ (100.0%)(100.0%)

５，０８５５，０８５ (20.9%)(20.9%)

４，１２９４，１２９ (17.0%)(17.0%)

７４８７４８ (3.1%)(3.1%)

・受注高増加の影
響により、未成業
務受入金が増加

・四半期純損失を
計上し、利益剰余
金が減少

・現金及び預金、
未成業務支出金
等増加が影響
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連結損益計算書

（百万円）

売上高売上高

売上原価売上原価

販売費・
一般管理費

販売費・
一般管理費

営業損失営業損失

経常損失経常損失

四半期純損失四半期純損失

受注高受注高

前期前期

▲４７▲４７

５１３５１３

５５３５５３

７４６７４６

１６８１６８

増減額増減額

１２，８９６１２，８９６ (100.0%)(100.0%)

１０，１７３１０，１７３ (78.8%)(78.8%)

３，４９７３，４９７ (27.1%)(27.1%)

▲７７４▲７７４ (▲6.0%)(▲6.0%)

▲７２５▲７２５ (▲5.6%)(▲5.6%)

▲４２３▲４２３ (▲3.2%)(▲3.2%)

----------

当期当期

１，３３４１，３３４

８９６８９６

１１，５６２１１，５６２ (100.0%)(100.0%)

９，３０４９，３０４ (80.5%)(80.5%)

３，５４４３，５４４ (30.6%)(30.6%)

▲１，２８７▲１，２８７ (▲11.1%)(▲11.1%)

(▲11.0%)(▲11.0%)

▲１，１６９▲１，１６９ (▲10.1%)(▲10.1%)

１６，０６９１６，０６９ ----------

・前期下半期の受
注高増加の影響

・円安による為替
差益

・原価率の改善お
よび事務所拠点
戦略の見直し 等

▲１，２７８▲１，２７８

１６，２３７１６，２３７

※前期：‘11/09期 第2四半期 当期：‘12/09期 第2四半期

・震災復興関連の
受注増加
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連結キャッシュ・フロー計算書

（百万円）

前期前期

営業活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び現金同等物
の四半期末残高

現金及び現金同等物
の四半期末残高

７００７００

▲２３５▲２３５

３，０４５３，０４５

４，７５４４，７５４

１，９６４１，９６４

▲８７▲８７

▲９２５▲９２５

８７４８７４

増減額増減額当期当期

▲１，２６４▲１，２６４

▲１４８▲１４８

３，９７０３，９７０

３，８８０３，８８０

・受注回復による入金増加
によりプラスへ転じる

・営業キャッシュフローの改
善の影響により増加

※前期：‘11/09期 第2四半期 当期：‘12/09期 第2四半期
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指標関係（連結）

当期当期前期前期

１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）

単位単位

自己資本比率自己資本比率

自己資本純利益率（ＲＯＥ）自己資本純利益率（ＲＯＥ）

▲８３．５７▲８３．５７（円）（円）

（％）（％）

（％）（％）

１８．０１８．０

▲９．１▲９．１

株価純資産倍率（ＰＢＲ）株価純資産倍率（ＰＢＲ） （倍）（倍） ０．３００．３０

総資産経常利益率（ＲＯＡ）総資産経常利益率（ＲＯＡ） （％）（％） ▲２．９▲２．９

▲２１７．５５▲２１７．５５

１９．５１９．５

▲２３．６▲２３．６

０．３１０．３１

▲５．３▲５．３

※前期：‘11/09期 第2四半期 当期：‘12/09期 第2四半期



52

セグメント別売上高について

（百万円）
9,323 9,757

1,886
2,774

737 709

ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ その他

前期 当期 前期 当期 前期 当期

※前期：‘11/09期 第2四半期 当期：‘12/09期 第2四半期
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〒15１-0071

東京都渋谷区本町3-12-1 住友不動産西新宿ビル6号館

TEL: 03-6311-6641（代） FAX: 03-6311-6642

URL: http://www.ack-g.com

（銘柄略称：ＡＣＫＧ／証券コード：2498）

問合せ 経営管理本部 平山 光信

e-mail: ir-ackg@ack-g.com

お問い合せ先

銘柄略称：ＡＣＫＧ
証券コード：2498
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本日はご多忙の中、

弊社の決算説明会にご来場いただき、

誠にありがとうございました。


